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７
月
９
日
、
東
京
の
食
肉
処
理
場
の
牛

肉
か
ら
暫
定
規
制
値
倍
以
上
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
、
そ
れ
以
後
、
１
カ

月
に
渡
り
全
国
各
地
で
“
セ
シ
ウ
ム
牛
”

の
流
通
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。
政
府

は
８
月
２
日
、
福
島
県
や
宮
城
県
、
岩
手

県
に
続
き
、
規
制
値
超
の
検
出
が
相
次
い

だ
栃
木
県
で
県
全
域
の
牛
の
出
荷
停
止
を

し
た
。

　

４
県
で
の
出
荷
停
止
と
い
う
最
悪
の
事

態
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
。
原
因
は
す
べ

て
高
濃
度
に
汚
染
さ
れ
た
稲
わ
ら
と
さ
れ

る
が
本
当
か
。
そ
の
究
明
と
と
も
に
、
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
提
案
す
る
。

 

「
原
発
か
ら
80
㎞
も
離
れ
て
い
る
の
に
ま

さ
か
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
」（
汚
染

稲
わ
ら
を
出
荷
し
た
白
河
有
機
農
業
研
究

会
代
表
）。
最
大
で
１
㎏
当
た
り
９
万
７

０
０
０
Bq
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ

れ
た
、
福
島
県
白
河
市
の
水
田
農
家
の
本

音
だ
。

　

結
論
か
ら
い
え
ば
、
人
災
で
あ
る
。
第

一
義
的
に
東
電
、そ
し
て
原
子
力
保
安
院
、

原
子
力
対
策
本
部
の
責
任
を
除
け
ば
、
す

べ
て
は
文
科
省
と
農
水
省
の
縦
割
り
行
政

に
起
因
す
る
。

　

図
１
（
42
頁
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

よ
う
や
く
文
科
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
セ
シ

ウ
ム
１
３
４
及
び
１
３
７
合
計
の
蓄
積
量

で
あ
る
。
㎡
当
た
り
10
万
Bq
以
上
の
汚
染

地
域
は
大
方
、
そ
の
80
㎞
圏
内
に
収
ま
っ

て
い
る
。

　

米
国
で
事
故
以
前
か
ら
公
表
さ
れ
て
い
る

農
家
向
け
原
発
事
故
対
策
に
は
こ
う
あ
る
。

 

「
50
マ
イ
ル
圏
内
で
の
飼
料
を
す
べ
て
屋

内
に
入
れ
る
こ
と
」「
汚
染
さ
れ
て
い
な

い
餌
と
水
を
や
る
こ
と
」

　

50
マ
イ
ル
と
は
80
㎞
だ
。
原
発
を
１
０

０
基
超
、
大
気
圏
内
原
爆
実
験
１
０
０
０

回
以
上
の
デ
ー
タ
を
有
し
、
集
積
・
解
析

し
て
い
る
核
大
国
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。

ド
ン
ピ
シ
ャ
で
あ
る
。

　

事
故
後
の
3
月
18
日
に
は
、
米
国
農
務

省
の
外
郭
団
体
F 

A 

R 

A 

D
（
食
品
・
家

畜
残
留
物
忌
避
・
除
去
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
は

米
国
の
農
家
向
け
に
、「
福
島
第
一
原
発

の
事
故
を
受
け
て
、
放
射
性
物
質
の
降
下

汚
染
に
よ
る
家
畜
に
対
し
て
考
慮
す
べ
き

こ
と
」
と
い
う
文
書
を
発
表
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
、「
最
初
に
や
る
べ
き

こ
と
は
放
射
性
物
質
が
降
下
す
る

前
に
、
家
畜
と
飼
料
を
屋
内
に
入

れ
る
こ
と
」
と
あ
る
。
福
島
原
発

か
ら
遠
く
１
万
㎞
離
れ
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
発
表
さ
れ
た
文
書
だ
。

　

3
月
18
日
の
F 

A 

R 

A 

D
発
表

は
お
そ
ら
く
、
前
日
の
3
月
17
日

時
点
の
米
軍
の
無
人
偵
察
機
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ホ
ー
ク
に
よ
る
収
集

デ
ー
タ
の
解
析
に
よ
る
も
の
だ
ろ

う
。
こ
の
日
は
オ
バ
マ
大
統
領
が

菅
総
理
で
の
電
話
会
見
で
、
避
難

地
域
を
50
㎞
圏
内
に
広
げ
る
よ
う

進
言
し
た
日
で
も
あ
る
。
30
万
Bq

の
高
濃
度
汚
染
地
域
は
ほ
ぼ
す
べ

て
50
㎞
圏
内
に
収
ま
っ
て
い
る
。

米
軍
の
立
入
禁
止
区
域
と
し
て
は
、
半
径

50
カ
イ
リ
（
93
㎞
）
を
指
定
し
い
る
が
、

こ
れ
は
６
万
Bq
以
上
の
汚
染
地
域
圏
と
一

致
。
ど
ち
ら
も
ド
ン
ピ
シ
ャ
で
あ
る
。
米

国
政
府
に
よ
れ
ば
、
解
析
デ
ー
タ
は
官
邸

に
渡
し
済
み
で
、
政
府
も
こ
れ
を
認
め
て

“
汚
染
稲
わ
ら
”
叩
き
で
は
終
わ
ら
な
い
セ
シ
ウ
ム
牛
問
題

 
欧
州
５
カ
国
と
旧
ソ
連
３
カ
国
の
共
同
研
究
で
わ
か
っ
た
解
決
策

第２回

本
誌
副
編
集
長
・
浅
川
芳
裕

米
国
農
務
省
、
農
水
省
よ
り

早
く
飼
料
対
策
を
発
表

（左）3月18日付け発表の米国農家向け“飼料屋内回収”参考資料。
（右）農水省の3月19日付け畜産農家向けの同通知資料。原発から１万㎞離
れた米国のほうが早く通知を出している。
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で
は
な
い
。
問
題
の
根

源
は
、
こ
の
段
階
で
高

濃
度
の
放
射
性
物
質
が

広
範
囲
に
飛
散
す
る
こ

と
を
農
水
省
は
知
っ
て

い
た
点
だ
。
そ
の
証
拠

に
、
文
書
は
「
東
北
」

な
ら
び
に
「
関
東
」
農

政
局
宛
て
に
送
付
さ
れ

て
お
り
、「
大
気
中
の

放
射
線
量
が
通
常
よ
り

高
い
レ
ベ
ル
に
な
る
可

能
性
が
否
定
で
き
な

い
」と
あ
る
。
た
だ
し
、

そ
れ
が
ど
こ
な
の
か

ま
っ
た
く
言
及
し
な

か
っ
た
（
同
日
、
福
島

県
の
生
乳
並
び
に
茨
城

県
産
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

か
ら
規
制
値
超
過
の
放

射
性
物
質
の
検
出
の
発

表
を
行
っ
て
い
る
）。

そ
う
し
な
か
っ
た
理
由

は
、「
放
射
線
量
の
レ

ベ
ル
の
高
低
に
つ
い
て

農
水
省
に
は
判
断
す
る

行
政
権
限
が
な
い
」
か

ら
だ
と
い
う
。

　

そ
こ
で
農
水
省
は
、
通
知
書
に
は
注
と

興
課
長
名
で
文
書
に
出
し
た
。
こ
こ
に
稲

わ
ら
が
含
め
な
か
っ
た
こ
と
や
畜
産
農
家

向
け
で
稲
わ
ら
を
販
売
す
る
稲
作
農
家
に

通
知
さ
れ
な
か
っ
た
農
水
省
の
落
ち
度
を

マ
ス
コ
ミ
は
指
摘
す
る
が
、
問
題
は
そ
こ

放
射
能
影
響
予
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
）の
分
析
デ
ー
タ
を
得
て
い
る
は
ず
だ
。

 

「
家
畜
に
放
射
性
物
質
が
か
か
っ
た
牧

草
、
乾
草
、
サ
イ
レ
ー
ジ
な
ど
の
飼
料
を

与
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
」
と
畜
産
振

い
る
。

　

そ
の
２
日
後
の
３
月
19
日
、
農
水
省
が

動
い
た
。
そ
れ
ま
で
に
官
邸
を
通
じ
た
米

国
か
ら
の
情
報
、
17
日
に
再
開
し
た
S 

P 

E 

E 

D 

I
（
文
部
科
学
省 

緊
急
時
迅
速

Cs-134 及び Cs -137の
合計の蓄積量（Bq/㎡）
［7月16日現在の値に換算］
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出典：文科省（7月27日）
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農
水
省
、
文
科
省
に
責
任
転
嫁
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
緩
和
基
準
さ

え
提
示
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
す
。

　

問
題
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
稲
わ
ら
に

注
目
が
行
き
が
ち
だ
が
、
粗
飼
料
の
大
部

分
は
牧
草
で
あ
る
。
暫
定
規
制
値
３
０
０

Bq
を
超
え
た
地
域
は
68
市
町
村
・
地
区
を

数
え
る
。

　

出
荷
停
止
に
伴
う
措
置
と
し
て
、
８
５

７
億
円
の
予
算
が
つ
い
た
と
は
い
え
、
丹

精
込
め
て
育
て
た
牛
を
国
が
買
い
上
げ
、

焼
却
処
分
さ
れ
て
代
金
を
も
ら
う
こ
と
が

畜
産
農
家
の
本
望
で
は
決
し
て
な
い
。
出

荷
停
止
が
長
引
け
ば
、
長
年
か
け
て
築
き

あ
げ
て
き
た
産
地
ブ
ラ
ン
ド
も
危
機
に
瀕

す
る
。
一
度
、
他
産
地
や
外
国
産
に
奪
わ

れ
た
取
引
を
現
状
回
復
す
る
の
は
容
易
で

は
な
い
。

　

で
は
、
ど
う
や
っ
て
、
放
射
性
物
質
が

農
地
に
沈
着
し
た
現
実
と
つ
き
あ
い
な
が

ら
、
出
荷
を
継
続
し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た

農
業
経
営
を
維
持
し
て
い
け
る
か
。

　

先
の
米
国
F 

A 

R 

A 

D
の
文
書
に
は
、

プ
ル
ー
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
と
呼
ば
れ
る
セ
シ

ウ
ム
低
減
剤
の
家
畜
へ
の
投
与
が
薦
め
ら

れ
て
い
る
。
仮
に
牧
草
濃
度
が
あ
る
程
度

高
く
と
も
、
セ
シ
ウ
ム
を
糞
尿
か
ら
排
出

さ
せ
、
肉
内
に
残
る
濃
度
を
暫
定
規
制
値

以
下
に
下
げ
る
た
め
に
施
用
さ
れ
る
。
こ

れ
は
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
対
策
に
使
わ
れ
る

安
定
ヨ
ウ
素
剤
と
同
様
、
も
と
も
と
高
濃

度
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
被
曝
を
受
け
た
人

間
用
に
開
発
さ
れ
た
も
の
だ
。
飼
料
添
加

物
と
し
て
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
を
受

け
た
旧
ソ
連
３
カ
国
だ
け
で
な
く
、
先
進

国
の
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
で
使

用
が
認
可
さ
れ
、
そ
の
効
果
に
は
長
年
の

実
績
が
あ
る
。
日
本
で
も
使
用
で
き
な
い

の
か
。
農
水
省
に
問
い
合
わ
せ
て
み
た
。

 

「
そ
う
し
た
内
容
も
一
つ
の
選
択
肢
と
し

て
、
研
究
課
題
を
６
月
１
日
か
ら
募
集
。

29
日
に
委
託
す
る
研
究
機
関
を
決
定
。
詳

細
は
そ
の
機
関
に
き
い
て
ほ
し
い
」

　

研
究
担
当
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
来

年
３
月
を
目
途
に
研
究
成
果
を
国
に
提
出

す
る
」。
知
り
た
い
の
は
そ
の
使
用
が
い

つ
か
ら
で
き
る
か
ど
う
か
だ
。
飼
料
添
加

物
の
認
可
機
関
に
き
い
て
み
た
。

 

「
研
究
を
終
え
て
、
申
請
か
ら
最
低
３
年

は
か
か
る
で
し
ょ
う
（
笑
）」

　

笑
い
事
で
は
な
い
。こ
の
緊
急
事
態
に
、

こ
の
ま
ま
で
は
認
可
が
２
０
１
４
年
に
な

る
見
通
し
な
の
だ
。
同
じ
原
発
事
故
で
苦

し
ん
だ
欧
州
の
畜
産
農
家
が
、
１
９
８
７

年
か
ら
25
年
間
、
使
っ
て
い
る
剤
な
の
に

で
あ
る
。
世
界
の
知
見
を
な
ぜ
有
効
活
用

し
な
い
の
か
。

　

本
誌
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て

い
る
が
、
以
下
、
プ
ル
ー
シ
ア
ン
ブ
ル
ー

の
研
究
成
果
を
各
種
論
文
か
ら
抜
粋
し
て

公
開
す
る
。

＂被曝農業時代＂を

し
て
、「
放
射
線
量
が
通
常
よ
り
高
い
レ

ベ
ル
で
検
出
さ
れ
た
地
域
に
つ
い
て
は
、

管
轄
官
庁
で
あ
る
「
文
科
省
が
と
り
ま
と

め
て
い
る
（
中
略
）
デ
ー
タ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
」
と
記
し
た
。
と
り
あ
え
ず
周
知
は

し
た
よ
、
と
ば
か
り
に
後
の
責
任
を
問
わ

れ
な
い
よ
う
逃
げ
を
打
っ
た
の
だ
。

　

案
の
定
、
19
日
の
発
表
内
容
は
同
日
県

に
伝
わ
り
、
農
協
県
団
体
に
伝
わ
っ
た
の

は
週
末
を
は
さ
ん
で
21
日
、
そ
れ
か
ら
単

協
、
そ
し
て
個
々
の
畜
産
農
家
に
通
知
さ

れ
た
の
は
23
日
以
降
と
な
っ
た
（
原
発
か

ら
北
東
の
風
に
乗
っ
て
放
射
性
物
質
を
含

む
雲
が
流
れ
、
白
河
市
に
降
下
し
た
の
は

21
日
と
22
日
）。

　

稲
わ
ら
に
つ
い
て
そ
の
通
知
の
甘
さ
を

追
求
さ
れ
、
４
カ
月
後
の
7
月
19
日
、
農

水
省
は
「
再
周
知
」
を
発
表
。
そ
こ
で
は
、

「
原
子
力
発
電
所
事
故
を
踏
ま
え
た
家
畜

の
適
正
な
飼
養
管
理
に
つ
い
て
周
知
を

図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
」
で
始
め
る

通
り
、何
ら
責
任
を
感
じ
る
様
子
は
な
い
。

　

た
と
え
畜
産
農
家
が
あ
の
震
災
後
の
混

乱
の
最
中
に
空
気
中
の
放
射
線
量
デ
ー
タ

を
み
て
い
た
と
し
て
も
、
文
科
省
の
資
料

に
は
ど
の
値
以
上
が
高
い
の
か
低
い
か
、

ま
っ
た
く
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

農
水
省
の
発
表
後
、
筆
者
の
取
材
に
対

し
文
科
省
は
、「
原
子
力
対
策
本
部
に
聞

い
て
く
れ
」
の
1
点
張
り
だ
っ
た
。
原
子

力
対
策
本
部
は
、「
30
㎞
圏
外
に
影
響
な

い
」
と
の
公
式
回
答
を
繰
り
返
す
ば
か
り
。

　

遅
ま
き
な
が
ら
、
稲
わ
ら
や
麦
わ
ら
の

粗
飼
料
汚
染
を
懸
念
し
て
、
６
月
に
執
筆

し
た
寄
稿
文
（
掲
載
は
V 

o 

i 

c 

e 

７
月

号
）
で
以
下
の
よ
う
に
寄
せ
た
（
以
下
は
、

原
文
）。

 

「
汚
染
さ
れ
た
農
地
で
育
っ
た
エ
サ
を
家

畜
が
食
べ
れ
ば
、
放
射
性
物
質
は
肉
に
移

行
し
て
し
ま
う
。
た
と
え
売
り
物
に
な
ら

な
く
て
も
、
家
畜
は
毎
日
、
そ
の
餌
を
食

べ
る
。
被
災
し
た
畜
産
農
家
の
コ
ス
ト
は

膨
ら
み
続
け
、
一
部
は
す
で
に
廃
業
に
追

い
や
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
こ
そ
、
飼
料
の

輸
入
自
由
化
と
関
税
ゼ
ロ
に
す
べ
き
で
あ

る
。
麦
だ
け
で
な
く
、
稲
ワ
ラ
や
干
し
草

の
非
関
税
障
壁
も
同
時
に
引
き
下
げ
、
畜

産
農
家
の
コ
ス
ト
負
担
を
減
ら
す
と
同
時

に
、
農
作
物
や
家
畜
の
汚
染
度
を
減
ら
せ

ば
、
経
営
再
建
の
道
も
開
か
れ
る
」

　

国
の
畜
産
向
け
原
発
事
故
対
策
は
、
濃

厚
飼
料
へ
の
予
算
付
け
に
偏
り
が
ち
だ

が
、
汚
染
源
で
あ
る
国
産
粗
飼
料
お
よ
び

牧
草
地
の
除
染
を
し
な
い
限
り
、
根
本
解

決
に
は
至
ら
な
い
。そ
の
事
前
策
と
し
て
、

ク
リ
ー
ン
な
粗
飼
料
の
緊
急
輸
入
及
び
そ

の
た
め
の
規
制
緩
和
を
提
言
し
た
の
だ
。

非
関
税
障
壁
と
は
、
長
年
、
米
国
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
４
カ
国
が
日
本
の
稲
わ
ら
輸
入
解

禁
（
カ
ナ
ダ
は
麦
わ
ら
）
を
求
め
て
い
る

稲
わ
ら
の
非
関
税

障
壁
を
撤
廃
せ
よ

セ
シ
ウ
ム
低
減
剤
の
使
用
は

2
０
１
４
年
か
ら
!?
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チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
、動
物
（
牛
、

羊
、
豚
、
山
羊
、
ト
ナ
カ
イ
、
シ
カ
、
家

禽
）
や
動
物
製
品
中
に
蓄
積
し
た
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
を
低
減
す
る
た
め
の
プ
ル
シ
ア

ン
ブ
ル
ー
（
以
下
、
PB
）
の
使
用
に
関
す

る
調
査
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
英
国
等
、
多
く

の
国
で
実
施
さ
れ
た
。

　

PB
化
合
物
と
は
、
ヘ
キ
サ
シ
ア
ノ
成
分

と
、
鉄
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
銅
、
コ
バ
ル
ト
の

よ
う
な
多
価
陽
イ
オ
ン
か
ら
成
る
着
色
化

合
物
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
化
合
物

は
す
べ
て
、
一
価
陽
イ
オ
ン
と
引
き
換
え

に
セ
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
を
吸
着
す
る
。
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
汚
染
を
低
減
す
る
PB
化
合
物

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
が
、
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
試
験
さ
れ
た
5
物
質
は

次
の
通
り
。

1 フェロシアン化第二鉄アンモニウム
　（AFCF）
→ NH₄ Fe〔Fe（CN）₆〕
2 フェロシアン化第二鉄カリウム
　（KFCF）
→ KFe〔Fe（CN）₆〕 
3 フェロシアン化第二鉄（FCF）
→ Fe₄〔Fe（CN）₆〕₃
4 フェロシン
→ 95％の FCF と
　 5％の KFCF の混合物
5 Bifege
→ 10％のフェロシンと90％の
　 セルロースの混合物

　

こ
れ
ら
の
化
合
物
は
、塩
塊
、ボ
リ
（
大

型
丸
剤
）、
濃
厚
飼
料
の
資
材
と
し
て
、

ま
た
粗
飼
料
へ
の
添
加
物
と
し
て
用
い
ら

れ
て
き
た
。
化
合
物
の
セ
シ
ウ
ム
吸
着
特

性
は
、交
換
性
陽
イ
オ
ン
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
、

カ
リ
ウ
ム
ま
た
は
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
）
周
辺

を
中
心
と
す
る
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
を
形
成
す

る
結
晶
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ル
が
持
つ
物
理
化
学

的
性
質
に
起
因
す
る
。
PB
化
合
物
は
水
媒

体
で
コ
ロ
イ
ド
を
形
成
し
、
そ
こ
に
セ
シ

ウ
ム
が
吸
着
す
る
た
め
、
よ
り
多
く
の
セ

シ
ウ
ム
が
表
面
に
吸
着
す
る
よ
う
コ
ロ
イ

ド
の
粒
子
サ
イ
ズ
（
５
～
50 
µm
）
は
重
要

で
あ
る
。
同
等
の
モ
ル
濃
度
で
は
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
よ
り
１
０
０
０
～
１

万
倍
も
効
率
よ
く
、
セ
シ
ウ
ム
は
PB
化
合

物
に
吸
着
さ
れ
る
。

　

セ
シ
ウ
ム
の
吸
着
は
、
腸
内
の
生
理
的

pH
の
範
囲
内
で
起
こ
り
、
動
物
と
人
間
の

体
内
で
は
、
消
化
中
に
発
生
す
る
イ
オ
ン

組
成
腸
液
中
に
起
こ
る
。
PB
化
合
物
の
コ

ロ
イ
ド
粒
子
は
、
大
き
す
ぎ
て
吸
収
さ
れ

な
い
た
め
、
PB
に
吸
着
し
た
セ
シ
ウ
ム
も

吸
収
さ
れ
ず
に
便
中
に
排
泄
さ
れ
る
。
セ

シ
ウ
ム
は
PB
に
吸
着
す
る
と
、
そ
の
状
態

が
長
時
間
続
く
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
に
実
施
し
た
試

験
で
は
、
PB
に
吸
着
し
て
い
る
セ
シ
ウ
ム

ベラルーシ
集団農場
個人農場

ウクライナ
集団農場
個人農場

ロシア連邦
集団農場
個人農場

393,000
84,000

120,000
120,000

200,000
25,000

3,000
3,600

3,000
3,000

2,700
3,000

185
185

370
370

370
370

3,000
26,000

1,000
20,000

500～1,000

■旧ソ連3カ国の「乳牛」汚染状況

汚染地域の
乳牛頭数

１頭当りの
平均生乳生産量
（ℓ/年）

暫定規制値
（Bq/ℓ）

暫定規制値を
超える乳牛頭数

ベラルーシ
ウクライナ
ロシア連邦

700,000
500,000
300,000

420
400～420
400～450

600
740
740

4,400
3,000
5,000

汚染地域の
肉牛頭数

屠畜時の
牛の体重
（㎏）

暫定規制値
（Bq/㎏）

暫定規制値を
超える肉牛頭数

※上記の数値は1991年実施の実地調査で記録されたものに限定

■旧ソ連3カ国の「肉牛」汚染状況

世界が認めた「プ
ルシアンブルー」

による“セシウム
牛”低減方法（前

編）

＊引用論文『Reducing caesium contamination of food products in the Chernobyl area IAEA Bulletin1, 1993』
『The use of Prussian Blue to reduce radiocaesium contamination of milk

and meet produced on territories affected by the Chernobyl accident. Report
of United Nations Projecct E11 IAEA, 1997』

プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
に
よ
る

セ
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
吸
着



45 農業経営者 2011 年　9 月号

　

PB
化
合
物
は
、
単
位
重
量
ベ
ー
ス
で
利

用
で
き
る
最
も
効
果
的
な
セ
シ
ウ
ム
吸
着

剤
で
あ
る
。
推
奨
さ
れ
る
用
量
は
文
献
に

よ
り
異
な
る
が
、
一
般
的
に
牛
１
頭
に
は

１
日
当
た
り
３
g
（
体
重
１
㎏
当
た
り
６

㎎
）、
小
型
の
反
芻
動
物
で
は
1
日
当
た

り
１
～
２
g
（
体
重
１
㎏
当
た
り
10
～
40 

㎎
）と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
用
量
で
、

生
乳
と
肉
に
含
ま
れ
る
放
射
線
量
は
最
大

で
10
分
の
１
（
移
行
は
90
％
減
）
に
な
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
体
重
1
㎏
当
た
り
0.8

～
１
㎎
と
い
う
低
用
量
の

Giese salt 

（A
FCF

と

36
％
の
塩
化
ア
ン
モ
ニ
ウ

ムN
H

₄Cℓ

） 

を
使
用
し

た
試
験
で
は
、
セ
シ
ウ
ム

線
量
の
低
減
は
2
分
の
１

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
吸
着

反
応
は
用
量
依
存
的
に
起

こ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
製
造
さ
れ

た
フ
ェ
ロ
シ
ン
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
製
造
の
フ
ェ
ロ
シ

ア
ン
化
第
二
鉄
カ
リ
ウ
ム

（K
F

C
F

）、K
C

oH
C

F 

等
、
他
の
PB
化
合
物
は
、

Giese salt

の
約
半
分
の

は
、
植
物
根
に
取
り
込
ま
れ
る
割
合
が
少

な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

PB
化
合
物
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
消

化
管
で
吸
収
さ
れ
る
割
合
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
効
果
を
発
揮
す
る
。
基
本
的

に
は
ク
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
非
汚

染
飼
料
の
給
餌
）と
同
様
の
効
果
が
あ
る
。

ま
た
、
PB
化
合
物
は
消
化
管
に
再
循
環
さ

れ
た
体
液
か
ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
一
部

を
吸
着
（
内
因
性
分
泌
）
し
、
再
吸
収
を

阻
害
す
る
。
こ
の
効
果
を
維
持
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
、
消
化
管
に
PB
化
合
物

が
常
に
存
在
す
る
状
態
を
保
つ
こ
と
で
あ

る
。

　

動
物
へ
の
最
適
な
PB
投
与
法
と
い
う
の

は
、
農
業
生
産
シ
ス
テ
ム
や
濃
厚
飼
料
、

補
足
的
飼
料
、
牧
草
が
日
常
的
に
入
手
で

き
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
食
肉

生
産
動
物
は
、
屠
畜
直
前
の
１
～
２
ヶ
月

間
に
の
み
PB
を
要
す
る
一
方
、
生
乳
生
産

動
物
に
は
、
経
口
ま
た
は
消
化
管
へ
丸
剤

で
、
毎
日
与
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
ま
も
な
く
の

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
諸
国
で
は
、
食
品
中
の

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
含
有
量
を
低
減
す
る
た

め
、
動
物
に
PB
化
合
物
が
用
い
ら
れ
た
。

ま
た
、
１
９
８
７
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
、
ゴ
イ

ア
ニ
ア
に
お
け
る
放
射
線
事
故
の
後
、
PB

が
人
体
に
用
い
ら
れ
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

汚
染
を
効
率
的
に
軽
減
さ
せ
た
例
も
あ

る
。

　

効
果
で
あ
る
も
の
の
、
少
量
で
も
吸
着
作

用
を
示
し
た
。
放
牧
す
る
反
芻
動
物
の
体

内
か
ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
汚
染
を
除
去
す

る
の
に
PB
化
合
物
が
特
に
有
用
な
の
は
、

こ
の
高
い
効
率
性
に
よ
る
も
の
だ
。
現
状

で
は
、
1
日
の
投
与
量
が
体
重
１
㎏
当
た

り
１
㎎
の
少
量
で
も
、
生
乳
や
肉
を
生
産

す
る
動
物
中
の
、
規
制
値
を
超
え
る
セ
シ

ウ
ム
は
十
分
に
低
減
さ
せ
る
（
50
～

60
％
）。
投
与
量
を
増
や
せ
ば
、
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
移
行
は
90
％
以
上
抑
制
で
き

る
が
、
毎
日
給
餌
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
処

置
を
受
け
な
か
っ
た
り
す
る
放
牧
動
物
の

場
合
は
難
し
い
。 

＂被曝農業時代＂を

250
500
1,000
1,500
2,000
3,000
5,000
10,000

17.5
35
70
105
140
210
350
700

280
700
1,400
2,100
2,800
4,200
7,000
14,000

90
234
460
700
920
1,400
3,000
4,600

112
280
560
840
1,120
1,680
2,800
5,600

34
94
186
280
374
560
920
1,860

■生乳への放射性セシウムの移行に対するプルシアンブルー（PB）の効果

■「牧草地の汚染と、肉や生乳中のセシウム137濃度の関係」及び
　「肉やミルクに与えるボリの効果」

1日当りの
摂取量
（Kbq）

100,000Bq

飼料
・PBなし
　　85,000Bq/ℓ

・PBボリあり
　　94,500Bq/ℓ

排泄物

・PBなし　　  1,000Bq/ℓ  15,000Bq
・PBボリあり  300Bq/ℓ      4,500Bq

1日の生乳　15ℓ

肉 生乳
牧草地の
汚染レベル
（Bq/㎏）

セシウム137
濃度
平衡時
（Bq/㎏）

セシウム137
濃度

ボリ投与後
（Bq/㎏）

セシウム137
濃度
平衡時
（Bq/ℓ）

セシウム137
濃度

ボリ投与後
（Bq/ℓ）

※1日1頭につき70㎏の牧草を摂取したと仮定する。

PBボリを与えた牛と与えなかった牛の体内放射性物質量の比較。汚染牧草地で数週間放牧すると、
生乳や排泄物から放射性セシウム濃度が継続的に確認されるようになる。

 

放
牧
動
物
が
必
要
と
す
る

プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
用
量

家
畜
へ
の

プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
投
与

　

プ
ル
シ
ア
ン
ブ
ル
ー
の
投
与
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
が
あ
る
。

1 

濃
厚
飼
料
に
取
り
入
れ
る
。
集
約
的

生
産
シ
ス
テ
ム
で
特
に
有
効
で
あ
る
。

2 

飼
草
に
直
接
ふ
り
か
け
る
。
安
価
だ

が
、
さ
ら
に
労
力
を
要
す
る
手
段
。

3 

塩
の
塊
に
含
め
る
。

4 

ボ
リ 

（
大
型
丸
剤
）
と
し
て
与
え
る
。

放
牧
動
物
に
適
し
て
い
る
。
濃
厚
飼
料
が

入
手
で
き
な
い
場
合
に
も
適
し
て
い
る
。

（
次
号
に
続
く
）


